
Solid-in-oil（S/O®）化技術を利用した製法【NtDDS】

化粧品製造販売業： 株式会社ビセラ研究所 TEL.03-6447-5265



S/O製造技術について

Water–in–Oil（W/O）エマルションを利用して親水性成分の表面に疎水性界面活性剤を コーティン
グし，親水性成分を油状基剤中にナノサ イズで分散させることができる，Solid–in–Oil（S/O） 製剤
技術を開発した．S/Oの概念図をFig. 1に示す． S/Oとは，W/Oエマルションから内水相を除去し，
界面活性剤で被覆された状態の親水性成分を再び油 中に分散したものである．W/O エマルションや
マイ クロエマルション等の親水性成分を油状基剤中に分 散させる他の技術と比較したときの S/O 製
剤技術の メリットには，①内水相が存在しないため，W/O エ マルションよりも小さな粒子として油
状基剤中に親 水性成分を分散させることができる，②凍結乾燥に よって得られた固体である複合体
に油状基剤を加え るため，最終濃度の調整が容易である，③他の手法よりも親水性成分を高濃度か
つ安定に油状基剤中に 分散させることができる等が挙げられる．S/O 製剤 技術の特徴は，もともと
油には溶けない親水性成分 を油中に分散できる点にある．例えば，ヒアルロン 酸などの親水性高分
子を油状基剤中に高濃度で分散 でき，透明な液体を得ることができる手法は他に存 在しない．W/O 
エマルションやマイクロエマルショ ンの場合，どうしても内水相に親水性成分が存在す るために全
体としての濃度の低下は避けられず，高濃度の場合に粒子径も小さなものは得られない．しかしなが
ら，親水性の高分子化合物に S/O 製剤技術 を施すと，かなり高濃度の透明な液体を得ることも 可能
である．さらに1ヶ月以上の期間，沈殿も生じず に安定である点や，界面活性剤には，医薬品添加物
として認められているショ糖脂肪酸エステルが利用 できるということが明らかとなっており，本系
をそ のまま製剤として利用することが可能である点も大変魅力である

Solid–in–Oil（S/O®）製剤技術を利用したオイルゲルシート (jst.go.jp) から抜粋

https://www.jstage.jst.go.jp/article/membrane/36/2/36_57/_pdf/-char/ja


皮膚構造とその機能



真皮へ成分を届けるためには



NtDDS製剤技術とは

























皮膚浸透実験について



①治験（尋常性痤瘡にきびにおける皮膚改善）



②治験（皮膚改善）



③治験（皮膚改善）



④治験（皮膚改善）



⑤治験（皮膚改善）



誰にでもできる技術ではありません

• 立命館大学内研究所（BKCIインキュベータ）

さらに、DDS技術を高めれるよう日々努めております。



NtDDSを用いたスキンケア
オリジナル化粧品を作りませんか？

まずは少なく小さい量から始めたい
最低100本～ 承ります。

話題のアンチエイジング成分NMN配合など
NtDDSと相性の良い成分で処方組み。

●お問い合わせ
株式会社ビセラ研究所
〒107-0052 東京都港区赤坂６－１０－３５
Tel:03-6447-5265 
E-mail: info@vicella.co.jp
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